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生物多様性への
脅威を減らす 人々 のニーズを満たす 実施と主流化のため

のツールと解決策

す
。
目
標（
ゴ
ー
ル
）は
、
ゴ
ー
ル
Ａ
：
生
物
多
様

性
・
生
態
系
等
の
保
護
と
回
復
、
ゴ
ー
ル
Ｂ
：
生
物

多
様
性
・
生
態
系
等
と
の
共
栄
、
ゴ
ー
ル
Ｃ
：
生
物

多
様
性
・
生
態
系
等
か
ら
得
ら
れ
る
恩
恵
の
平
等
な

分
配
、
ゴ
ー
ル
Ｄ
：
適
切
な
投
資
と
協
力
│
の

四
つ
に
分
類
さ
れ
る
。

ゴ
ー
ル
Ａ
で
は
、
生
態
系
の
つ
な
が
り
や
強
靭
性

を
確
保
し
、
自
然
生
態
系
の
面
積
を
大
幅
に
拡
大
す

る
こ
と
、
全
て
の
種
の
絶
滅
リ
ス
ク
を
大
幅
に
引
き

下
げ
る
こ
と
、
遺
伝
的
多
様
性
を
維
持
す
る
こ
と
の

3
点
を
強
調
し
て
い
る
。
次
の
ゴ
ー
ル
Ｂ
は
、
生
物

多
様
性
・
生
態
系
等
を
適
切
に
評
価
・
保
全
・
利
用

し
、
現
役
世
代
だ
け
で
な
く
将
来
世
代
が
享
受
で
き

る
恩
恵
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
ゴ
ー

ル
Ｃ
は
遺
伝
情
報
や
遺
伝
資
源
に
関
す
る
恩
恵
の
平

等
か
つ
適
切
な
分
配
を
、
そ
し
て
ゴ
ー
ル
Ｄ
は
、
継

続
的
な
資
金
動
員
お
よ
び
技
術
移
転
や
能
力
開
発
・

科
学
技
術
の
協
力
等
、
締
約
国
間
で
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
の
促
進
を
う
た
っ
て
い
る
。

２
０
３
０
年
ま
で
の
緊
急
的
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・

対
象（
タ
ー
ゲ
ッ
ト
）

長
期
的
ビ
ジ
ョ
ン
を
達
成
す
る
た
め
の
2
0
3
0

年
ま
で
の
緊
急
的
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、「
自
然
を
回
復

軌
道
に
乗
せ
る
た
め
に
生
物
多
様
性
・
生
態
系
を
含

む
自
然
資
本
の
損
失
を
止
め
、
反
転
さ
せ
る
た
め
の

緊
急
の
行
動
を
と
る
こ
と
」
と
し
て
定
義
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
具
体
的
な
対
象（
タ
ー
ゲ
ッ
ト
）は
テ
ー
マ

別
に
大
き
く
三
つ
に
分
類
さ
れ
、
さ
ら
に
細
分
化
さ

れ
た
23
の
項
目
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

大
き
な
三
つ
の
テ
ー
マ
と
は
、
①
生
物
多
様
性
へ

の
脅
威
の
低
減
、
②
持
続
可
能
な
利
用
と
利
益
配
分
、

昆
明
・
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
生
物
多
様
性
枠
組

（
Ｇ
Ｂ
Ｆ
）の
全
体
像

昆
明
・
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
生
物
多
様
性
枠
組（
Ｇ

Ｂ
Ｆ＊
）と
は
、
2
0
2
2
年
12
月
、
カ
ナ
ダ
・
モ
ン

ト
リ
オ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
生
物
多
様
性
条
約
第
15

回
締
約
国
会
議（
Ｃ
Ｏ
Ｐ＊
15
）で
採
択
さ
れ
た
条
約
締

約
国
間
の
合
意
文
書
で
あ
り
、
生
物
多
様
性
・
生
態

系
等
に
関
す
る
行
動
指
針
や
そ
の
基
盤
と
な
る
ビ
ジ

ョ
ン
や
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
考
え
方
を
総
括
し
た
も
の
で

あ
る
。

Ｇ
Ｂ
Ｆ
は
大
き
く
序
文
、
2
0
5
0
年
ま
で
の
実

現
を
目
指
す
ビ
ジ
ョ
ン
・
目
標（
ゴ
ー
ル
）、
2
0
5

0
年
ビ
ジ
ョ
ン
を
見
据
え
た
2
0
3
0
年
ま
で
の
緊

急
的
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
対
象（
タ
ー
ゲ
ッ
ト
）、
そ
の
他

留
意
点
や
同
枠
組
の
認
知
度
を
拡
大
さ
せ
る
手
法

│
等
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

序
文
に
は
、
Ｇ
Ｂ
Ｆ
の
目
的
は
生
物
多
様
性
条
約

で
定
め
て
い
る
三
つ
の
目
的（
生
物
の
多
様
性
の
保

全
、
生
物
多
様
性
の
構
成
要
素
の
持
続
可
能
な
利
用
、

遺
伝
資
源
の
利
用
か
ら
生
ず
る
利
益
の
公
正
で
衡
平

な
配
分
）の
達
成
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
Ｇ
Ｂ
Ｆ
で
設
定
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
や
ミ
ッ

シ
ョ
ン
な
ど
の
遂
行
が
生
物
多
様
性
条
約
の
目
的
達

成
へ
の
貢
献
と
な
る
の
で
あ
る
。

２
０
５
０
年
ま
で
の
実
現
を
目
指
す

ビ
ジ
ョ
ン
・
目
標（
ゴ
ー
ル
）

ビ
ジ
ョ
ン
は
、「
生
物
多
様
性
・
生
態
系
等
が
適

切
に
評
価
・
保
全
・
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
地

球
自
体
の
健
康
も
維
持
さ
れ
、
全
て
の
人
が
そ
の
恩

恵
を
受
け
ら
れ
る
自
然
と
共
生
す
る
世
界
」
を
目
指

③
具
体
的
行
動
と
主
流
化
に
必
要
な
ツ
ー
ル
と
解
決

策
│
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
以
下
、
解

説
す
る
。

ま
ず
、「
生
物
多
様
性
へ
の
脅
威
の
低
減
」
で
は
、

陸
域
・
内
陸
水
域（
湖
沼
・
盆
地
・
湿
地
等
）・
海
域

の
空
間
利
用
、
野
生
生
物（
侵
略
的
外
来
種
を
含
む
）

へ
の
対
処
、
環
境
汚
染
の
削
減
、
気
候
変
動
へ
の
取

り
組
み
の
観
点
か
ら
、
具
体
的
な
行
動
対
象
や
目
標

値
を
八
つ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
わ
け
て
記
載
し
て
い
る
。

例
え
ば
「
陸
域
・
内
陸
水
域
・
海
域
の
30
％
を
保
護

地
域
お
よ
び
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｍ＊

に
よ
っ
て
保
全
す
る
」（
タ

ー
ゲ
ッ
ト
3
）、「
侵
略
的
外
来
種
に
よ
る
影
響
を
低

減
す
る
」（
タ
ー
ゲ
ッ
ト
6
）、「
気
候
変
動
に
よ
る

生
物
多
様
性
・
生
態
系
等
へ
の
影
響
を
最
小
化
し
そ

の
強
靭
性
を
構
築
す
る
」（
タ
ー
ゲ
ッ
ト
8
）な
ど
が

あ
る
。

一
方
、「
持
続
可
能
な
利
用
と
利
益
配
分
」
は
、

生
物
多
様
性
・
生
態
系
等
に
よ
る
人
類
へ
の
恩
恵
に

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当
て
て
お
り
、「
持
続
可
能
な

農
業
・
養
殖
業
・
漁
業
・
林
業
」（
タ
ー
ゲ
ッ
ト
10
）、

「
生
物
多
様
性
・
生
態
系
の
観
点
を
取
り
入
れ
た
都

市
計
画
」（
タ
ー
ゲ
ッ
ト
12
）、「
遺
伝
情
報
や
遺
伝

資
源
に
関
す
る
恩
恵
の
平
等
か
つ
適
切
な
分
配
」

（
タ
ー
ゲ
ッ
ト
13
）な
ど
で
具
体
的
な
行
動
や
目
標
値

を
記
述
し
て
い
る
。

「
具
体
的
行
動
と
主
流
化
に
必
要
な
ツ
ー
ル
と
解

決
策
」
で
は
、
上
述
の
①
や
②
を
実
行
し
て
い
く
た

め
の
ツ
ー
ル
や
解
決
策
・
考
え
方
に
つ
い
て
、
タ
ー

ゲ
ッ
ト
14
か
ら
23
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。
例
え

ば
、「
生
物
多
様
性
・
生
態
系
の
観
点
を
政
策
決
定

プ
ロ
セ
ス
に
取
り
入
れ
る
」（
タ
ー
ゲ
ッ
ト
14
）、

「
生
物
多
様
性
・
生
態
系
等
へ
の
負
の
影
響
を
減
ら

す
た
め
、
事
業
活
動
が
生
物
多
様
性
・
生
態
系
等
へ

及
ぼ
す
リ
ス
ク
・
依
存
・
影
響
に
関
す
る
情
報
開
示

を
企
業
等
に
促
す
」（
タ
ー
ゲ
ッ
ト
15
）、「
生
物
多

様
性
・
生
態
系
等
に
有
害
な
補
助
金
を
低
減
す
る
」

（
タ
ー
ゲ
ッ
ト
18
）、「
発
展
途
上
国
へ
の
資
金
動
員

を
促
進
す
る
」（
タ
ー
ゲ
ッ
ト
19
）、「
人
権
尊
重
・

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
観
点
を
持
つ
」（
タ
ー
ゲ
ッ
ト

22
・
23
）な
ど
が
あ
る（
Ｇ
Ｂ
Ｆ
の
全
体
像
は
本
誌
9

ペ
ー
ジ
の
図
表
参
照
）。

Ｇ
Ｂ
Ｆ
の
課
題
お
よ
び
今
後
の
動
き

Ｇ
Ｂ
Ｆ
を
実
行
に
移
し
て
い
く
た
め
に
は
、
具
体

的
行
動
を
評
価
す
る
た
め
の
明
確
な
指
標
が
重
要
で

あ
り
、
各
対
象（
タ
ー
ゲ
ッ
ト
）ご
と
に
利
用
す
べ
き

指
標
が
合
意
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
定
義
が
曖
昧

で
あ
っ
た
り
利
用
手
法
の
説
明
が
不
十
分
等
の
理
由

で
、
ま
だ
利
用
に
は
至
ら
な
い
指
標
も
存
在
す
る
。

そ
こ
で
、
こ
う
し
た
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
指

標
専
門
家
会
合
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
全
て
の
指
標
に

関
す
る
精
査
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｇ
Ｂ
Ｆ

の
今
後
の
動
き
に
関
し
て
も
触
れ
て
お
き
た
い
。
遺

伝
資
源
に
関
す
る
デ
ジ
タ
ル
配
列
情
報（
Ｄ
Ｓ
Ｉ＊

）の

利
用
に
関
す
る
多
数
国
間
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
気
候
変
動

と
の
協
働
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ
る
貢
献
な
ど
、
重
要
な
テ

ー
マ
で
あ
る
も
の
の
合
意
に
至
っ
て
い
な
い
議
題
に

つ
い
て
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
16
に
お
け
る
交
渉
や
そ
の
後
の

協
議
で
方
向
性
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
Ｇ
Ｂ
Ｆ
は
あ
く
ま
で
文
章
の
集
合
体
で

あ
り
、
重
要
な
の
は
具
体
的
な
行
動
で
あ
る
こ
と
を

強
調
し
て
お
き
た
い
。
い
か
に
こ
の
枠
組
が
崇
高
な

も
の
で
あ
ろ
う
と
、
具
体
的
な
行
動
が
伴
わ
な
け
れ

ば
絵
に
描
い
た
餅
と
な
っ
て
し
ま
う
。
Ｇ
Ｂ
Ｆ
の
実

現
に
向
け
て
、
全
て
の
人
々
が
で
き
る
こ
と
か
ら
行

動
を
開
始
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

＊
は
本
誌
11
ペ
ー
ジ
「
頻
出
用
語
一
覧
」
を
参
照
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